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自己紹介ですー研究と実践ー
社会実装/トランスレーショナルリサーチ

①少年刑務所での性犯罪処遇

②児童相談所の家族再統合事業（虐待する男親面談）

③DV加害男性・体罰教師へ更生面談
④ハラスメント加害者への対応

⑤高齢者虐待の養護者支援SV
⑥ハーグ条約執行事案研修（大阪地裁）

⑦地域生活定着支援事例検討

⑧弁護士会家事研究会SV（離婚と暴力）
⑨刑事事件での裁判所情状鑑定・私的鑑定

⑩SNSでのヘイト発言者への職場復帰面談・・・・・
担当科目・研究領域：臨床社会学/社会病理学＋ジェンダー研究（男性性研究）

暴力の臨床社会学研究
・加害者臨床を実践し、
実装すること



本日の内容

１．マイクロアグレッションとは
２．マイクロアグレッションは暴力の「窓と鏡」
３．マジョリティの日常ー無知と無視と排除
４．若者が考えたマイクロアグレッション
５．暴力加害にみるマイクロアグレッション
６．まとめとしてー脱マイクロアグレッションへ



１ .マイクロアグレッションとは



内容と構成

マイクロアグレッションをとおして社会的差別に
ついて考えます。本日の対象は「直接的差別」で
す。日常の相互作用、発話、コミュニケーショ
ン、言葉、しぐさ、記号や物、文脈、認識や知
識、文化のなかに入り込む差別です。



マイクロアグレッションとは

大学院ゼミを拠点に在日コリアンの社会人たちも加わり翻訳（明石書店、2021年）。

マイクロ（微視的な）アグレッション（攻撃・憎悪・非難・差別・
いじめ）＝日常生活の相互作用で生起する見えにくい、善
意でもあり、無知を含む「直接的行為」や暴力性をはらむ行
為。
普段の何気ない会話や行動、学校や職場など日常生活の
中に現れる偏見や差別に基づく「見下しや侮辱」のこと。マ
イクロは「小さい」という意味ではなく、個人間、日常生活の
中で起こる差別事象のこと。微視的であるがゆえの破壊力
がある。



マイクロアグレッションを書いたスー先生

ティーチャーズカレッジ（教職大学院）で臨床心理学・多文化臨床論を講じる中
国系アメリカ人としてのスー教授。その体験が随所に。

著名な大学の学部長らに対する半日のダイバーシティ・トレーニングセッション
に招かれた時のこと。会場に居並ぶ学部長や事務長の中に有色人種が一人もいな
い。しかもほとんどが男性であった。「環境に埋め込まれたマイクロアグレッ
ション」だと指摘する。

「（有色人種の学生である）あなたはもしかしたら卒業できないかもしれないし、
（有色人種の教員は）正規の職を得たり昇進したり出来ないかもしれない」「こ
こではあなたや、あなたのような人は歓迎されていない」「あなたがもしこの大
学にいることにしたとしても、あなたの成功はたかがしれている」というメッ
セージをこの環境から感じたという。



見えにくい差別を把握するために

マイクロアグレッションという用語は、1970年代に アメリカ
の精神科医であるチェスター・ピアースによって初めて使わ
れた。ピアースは日常的に白人からアメリカの黒人に向けら
れ、時には無意識的に行われる、従来の差別とは違う中傷や
侮辱を言語化しようとした。公民権運動などによって「差別
はいけない」という気運が高まる中で、差別が形を変えわか
りにくい形で現れてきたという背景を指摘しつつ体系化。



マイクロアグレッションの例（本書より）

・先生が黒人の生徒に「黒人なのになんて知的で冷静なんだ」と誉める。
・アメリカで生まれ育ったアジア系アメリカ人に「どこから来たの？」「英語
が上手ですね」と言う。

相手の社会的に弱い立場としての属性を用いて侮辱するような、「〇〇人
は劣っている」という従来型の差別行為のなかには、相手の社会的・文化
的アイデンティティを無礼に扱う、社会的に弱い立場の人々の経験や感情
などを否認し無価値なものとして扱うという意識、態度、発話など、見下し
を含んだ賞賛としてのマイクロアグレッションがある。
•



さらに、アジア系アメリカ人へのマイクロアグレッションの例

①よそもの扱いされること（「どこから来たの」「英語上手ですね」「なぜ訛って
ないの」という善意の評価）、②知的能力の高さを出自に帰されること（アジア系
は知的であるというステレオタイプに基づいて一定レベルの知性をもっていると思
い込むこと）、③アジア系アメリカ人の女性がエキゾチックさを求められることや
男性は性的意欲がない、弱々しいものとして見られること、④異人種間の違いを無
意味なものとして扱われること（アジア系はみんなよく似ていると思い込むこ
と）、⑤文化的な価値観やコミュニケーションスタイルを問題があるものとして扱
われること（アジアの文化的規範が沈黙を大事にする面があるのに学校や大学の授
業では口頭で発表し、参加することを期待され、学業を成功させるために西洋の文
化的規範に従うことを余儀なくされていると感じる）、⑥居ないものとされがちな
こと（人種の問題がもっぱら黒人と白人のことだとされること）等である。



マイクロアグレッションの三つの形態

こうした現実がジェンダー、性的指向、人種についてたくさんあり、
マイクロアグレッションとして体系的に把握されていく。本書から
は、より曖昧で漠然としており、特定したり認識したりすることが
難しくなってきている差別と偏見が見えてくる。隠されており、相
手を無価値化し、屈辱的で、侮辱的なメッセージを繰り返し伝える、
場合によっては善意のかたちをとって迫る様相も伝わってくる。



①マイクロアサルト MICRO-ASSAULT

かすかなものもあればあからさまなものもある。これは
意識的かつ意図的な行為である。環境に埋め込まれたサ
インや言語、または行為によって、周縁化された人々に
伝えられる人種、ジェンダー、性的指向に対する偏った
態度や信念、行為がある。KKKのずきん、ナチスのカ
ギ十字、オフィスにあるヌード写真、ニガー、ジャッ
プ、ビッチという蔑称等が典型的である。明示的な軽蔑
を含み、特定個人に狙いを定めて暴力的な言動を行い、
攻撃的な環境をつくる。価値を貶める、避ける等の差別
目的の行為がある。

攻撃的な記号性をもつ



②マイクロインサルトMICRO-INSULT

やりとりや環境に埋め込まれた形をとり、ステレオタイプや無礼
さ、無神経さを伝えるコミュニケーションのことを指す。特定の
人種、ジェンダー、性的指向、境遇、アイデンティティを侮辱す
るという特徴をもつ。かすかな無視のようなものとしても表現さ
れる。多くは無意識で気遣いのないコミュニケーションをとおし
て人種的出自や文化の価値を貶めることになる。女性の医師が男
性の患者から看護師と間違われる、女性の社長に向かって「社長
はどこ？」と聞く等の例が挙げられている。



③マイクロインバリデーション
MICRO-INVALIDATION

有色人種、女性、LGBTQといった特定のグループの人々の心の動きや
感情、経験的なリアリティなどを無視したり、否定したり、無価値な
ものとして扱ったりすること。マイノリティの心理状態や考え方、感
情、経験を排除、否定、無化、無価値化する行為である。差異を無視
して平等な扱いをしていると言うこと等も該当する。

参考：ネット記事 2020.12.30
曖昧で漠然とした、認識しづらい差別と偏見――いま注目される差別概念
マイクロアグレッションとは何か「じんぶん堂」（中村正）

「そんな属性なんか気にして
いないよ！私は中立的だ
よ！」「やればできるよ。能
力が問題だよ！」
という無知と善意。



マイクロアグレッションの全体像

無意識の、善意の、
無知の、気づかない、
マジョリティの、
常識となった、

発言、意識と無意識
行動、
コミュニケーション



マイクロアグレッションが関心を持たれる社会状況

• 心理的精神的暴力（DV防止法改正2023年）を追加

接近禁止命令の 発令要件拡大「更なる身体に対する暴力又は生命・身体・自由等に対する

脅迫により心身に重大な危害を受けるおそれが大きいとき」

• モラルハラスメントへの関心/さらに強いガスライティング（マニピュレーション）ー関係コントロール

• パワーハラスメント防止法（改正労働施策総合推進法） の定義ー精神的攻撃や個人の侵害を明記

• 刑法改正（2017年・2023年）性犯罪ーグルーミング、地位や関係性の利用

• カルト二世問題ー主にマインドコントロール

• SNSー自己顕示欲的な発言

• ヘイトコミュニケーションにある優越的コミュニケーション・他罰的コミュニケーション

• いじりや嘲笑ー攻撃性の下方転化

• サイレンシングー自己責任化＝セルフサイレンシング、自己非難を強いる ・・・・・・・・・・・・・・・・・



例：善意と無知とマイクロアグレッション



２ .マイクロアグレッションは暴力の「窓と鏡」



差別構造の理解

冨増四季「ヘイト暴力のピラミッドに照らした分析ー
京都事件から見えるものヘイトスピーチ・ヘイトクライム」
HPから引用

http://#


構造的暴力−平和研究者ガルトゥング



非対称な関係性・権力勾配

中村訳



性・ジェンダー暴力連続体



National Center on DV 
& Sexual Violence
から中村作成
WWW.ncdsv.org

⇒性化される暴力＋
ジェンダー暴力
⇒性暴力・ジェン
ダー暴力連続体

暴力連続体



非対称な関係性＋配慮する役割

コントロール行動・強いる行動

coercive control

関係コントロール型の暴力

現実を定義する力

暴力の定義の変更—親密さ、訴求性のなかで



関係コントロール型暴力の内容



「面前DV」（＝複合暴力）をとおして、男女関係とジェンダー、パートナーシップを学ぶ子ども

子どもの内心内閣府男女共同参画局

DVと虐待の交差・家族を介した「関係性の再生産」ー子どもへの影響



３．マジョリティの日常ー無知と無視と排除



マジョリティの無知とマイクロアグレッションの指摘

優位に生きていけることに気づかない＝マジョリティ問題を問うマイクロアグレッション（いくつかの例）

かなりの努力を強いられる被害者（マイノリティ）



例①：あるラインのメールから



例②：肌色は何色？

レイシズムの課題

ナチュラルカラー、スキン
カラー、ベージュなのに色
を特定することの無意識



楽天オコエ瑠偉外野手（22）の6月15日ツイッターより

続



例③：黒人の胎児を描いた医学イラスト

• 2022.01.29 Sat posted at 18:25 JST https://www.cnn.co.jp/fringe/35182789.html
（ＣＮＮ） 昨年１２月、子宮内の黒人胎児の姿を描いたイラストが拡散し、ＳＮＳでは多くの人
が「黒い肌の胎児や妊婦の描写を見たのは初めて」というコメントを寄せた。

イラストを作成したのは、ナイジェリア人の１年目の医学生チディーベレ・イベさん（２５）。こ
れほどの注目度は驚きだったといい、今回の絵は「医学イラストの多様性を提唱するために
私が描いた絵の一つに過ぎない」と話す。

この絵がきっかけとなり、医学イラストにおける多様性の表現の欠如について議論が巻き起
こった。こうした絵は通常、病態や処置方法を示す目的で教科書や科学誌に掲載される。

イベさんは「未来のアフリカ人神経外科医協会」のクリエイティブ・ディレクターを務める。こ
のたび、各種の症状が黒い肌の上でどのように見えるかを示したハンドブックの第２版にイ
ラストの一部を掲載する招待を受けた。

同書は２０２０年に初版が刊行された。共著者を務めたロンドンの医学生、マローン・ムク
ウェンデさんはイベさんのイラストについて「医学の世界に平然と存在していて、私たちが気
付いていないかもしれない偏見の一部を明るみに出した。私たちの頭の中で無意識の偏見
が育たないようにするには、医療における多様性の表現が欠かせない」と指摘する。

http://#


例④：あいつゲイだって
一橋大学院生アウティング事件（2015年）

「おれもうおまえがゲイであることを隠しておくのムリだ。」・・・・思いを打ち明けた同級
生男子に、同性愛者であることを暴露（アウティング）された男子学生が、大学構内で
転落死した。その後、当該男性と大学へ裁判提起。訴状などによると、亡くなった学生
（一橋大学）は、自分がゲイであることを家族にも言っていなかった。2015年4月、恋愛
感情を抱いた同級生に告白。告白によって知った同級生がその年の6月、法科大学院
の同級生たちのLINEグループで、その学生がゲイであることをアウティングした。アウ
ティングに大きなショックを受けた学生は、その後授業などで暴露した同級生と顔を合
わせるとパニック発作が起こるようになる。2015年7月から心療内科を受診、不安神経
症やうつ、パニックなどの診断を受け薬を処方され、一連の事実や症状について大学
のハラスメント相談室や保健センターに伝えていた。



続 学生自身が作成



例⑤：根強い能力主義

（文春文庫、2021年）

東京大学誕生日研究会強制わいせつ事件（2016年5月10日）東
京大学の誕生日研究会というサークルのメンバー5人によって
起こされた強制わいせつ事件。「わいせつ事件」の背景に隠
された、学歴格差、スクールカースト、男女のコンプレック
ス、理系VS文系、被害者非難……。内なる日本人の差別意
識・・早稲田、慶應、京大、滋賀医大などでも事件。大学教
授もハラスメント加害など・・・。相手が東大生だったこと
で、訴えた被害女性が、「勘違い女」などと、ネットでの激
しい二次被害も。

「能力に基づく異なる扱い・・区別＝合理的差別？」



４．若者が考えたマイクロアグレッション



マイクロアグレッションを「私ごと」として考える
ー『朝日新聞』（2022年8月17日）社会病理学ゼミ登場ー

みなさんと似た世代（ゼミ生たち）

中村教授が担当するゼミでは、社会病理全般をテーマとしている。「文献や資料だけに頼るのではなく、
社会問題をパーソナルな体験と重ねて考えるよう指導しています」・コロナ禍で対面授業ができなかっ
たときは、静止画に学生自身がナレーションをつけてまとめる「フォトボイス」という手法を用い、オ
ンラインでテーマを挙げさせた。「提出されたフォトボイスから、いま学生にとって何が問題なのか、
若者がいかに社会病理の中で生きているかがよくわかりました」



日傘の男ースキンケア≠男性美容

→ 彼のテーマは？



変わる男と変わらない男ー二十歳の男子学生と五〇歳の父

こんな報告をした男子学生がいた。皮膚が弱くて小さい頃からスキンケアには相当

に留意してきた。紫外線もよくないし、髭剃りも負ける。ムダ毛処理もしてきたし

夏は日傘を差すようにしている。保湿にも気を使いながら乾燥しないようにしてい

る。皮膚の病気にならないように気をつけた生活をしている。幼い時から「女子力

半端ないね」と。褒め言葉なのか揶揄なのわからない表現をされてきたという。こ

れがとても嫌だったらしい。そもそも「女子力」というジェンダーバイアスのか

かった言葉でなく僕は僕の必要があってやっているので、それは単なるスキンケア

だし、そもそもそんな風にしか捉えない男子のセルフケアへの無頓着さにもあきれ

たという。さらにこの報告のオチがある。それはそんな息子の姿をみて男らしくな

いと批判する父親との確執だという。ちなみに彼はアメフト部である。



本来「ジェンダー」とは社会的・文化的な性差を指す言葉で、男性にとっても無関
係なものではない。だが女性研究者比率が2割に満たない日本で、ジェンダー問題
を扱う研究者は女性が多いのが現状だ。中村正教授は1980年代から「男性の暴力」
をテーマに、男性視点からジェンダー研究に取り組んでいる。脱暴力への加害者臨
床も展開しながら、夫婦別姓を実践するなど、個人の生き方を縛るジェンダーへの
疑問を持ち続けてきた。アルバイト先の経験から食品ロスや子ども食堂について考
えた学生もいれば、「友人がパパ活をしているようだ」という悩みを主題にした学
生もいた。また、自分の男性性の考察をする男子学生も多く、旧来の「男らしさ」
と自分らしさとの齟齬をテーマに選んだ学生も。筋骨隆々の「マッチョ」な彼はス
ポーツ社会専攻で4年生の徳山太一さん。選んだ題材は、「日傘をさす僕」だ。
「中学から柔道を、高校時代はアメフトもやっていました。筋肉はもっとつけたい
し、憧れのボディービルダーもいます」快活にそう話す徳山さんの手の爪は短く切
りそろえられ、白のネイルカラーでシンプルに彩られている。肌は自然な白さとな
めらかさで、ひげの跡もない。「僕は爪が割れやすくて、肌も荒れやすいので日焼
けやカミソリのダメージを避けたかった。だから脱毛をしたり、日焼け止めや日傘
を使ったり保湿したりもしています。でも『ケア』という感覚で自然に始めたこと
が、想像以上に批判や衝突を生むことを経験しました」



５．暴力加害にみるマイクロアグレッション



男性・父親の脱暴力をめざす「男親塾」

父親の養育力の向上の前にすべきこと＝夫婦関係、対人関係改善、
問題解決行動の修正・・・
月に2回、一回二時間、年中実施、「自由」参加（非構造化）、子ども中心に、児相のケースワークとの連動、児
相職員研修の組み込み、個人面談・夫婦面談、「再統合」の一角、大阪府・大阪市・堺市と立命館大学協働

反省や罰ではない思考、認知、意味づけ
＝暴力ではない問題解決



京都府の支援のもと、
男性問題相談のなかの
DV加害者向けグループワーク
2022年12月6日（19時30分）
第3クールの1回目

1クールは月に2回のグループワークを8回。
3クール実施（１年間）。クールとクールの間に
個人面談。可能な男性はパートナーコンタクトも。
ファシリテーターとコ・ファシリテーター、記録係、
そして初期面接・連絡担当の合計4名。現在、
２グループ稼働。1グループは加害男性４−５名。
動機形成と問題整理のために5回の個人面談。
全部で2年かかる脱暴力支援

DV加害グループワーク個人相談「男性問題相談室」（京都府）



モラルハラスメントの暴力性

フランスの精神科医/マリー＝フランス・イルゴイエンヌ

加害者が相手を不安に陥れるためによく使う方法

• 相手の意見や趣味、考えを嘲弄し、確信を揺るがせる
• 相手に言葉をかけない
• 人前で笑い者にする
• 他人の前で悪口を言う
• 釈明する機会を奪う
• 相手の欠陥をからかう
• 不愉快なほのめかしをしておいて、それがどういうことか説明しない ⇧留学生から

• 相手の判断力や決定に疑いをさしはさむ
『モラル・ハラスメント』（マリー＝フランス・イルゴイエンヌ著・高野優訳／紀伊国屋書
店）



相談の記録ノート（被害者聞き取り）から

①「自分のものを買うときにいつも一緒に付いてくる。僕の好みの女性になってほしいと言う。自分
が自分でなくなっていく感じがする」

②「交通の便の良くないところに住んでいるので本当は免許が欲しい。必要なのに，免許を取らせて
くれない。運転が下手だからって言う。だからいつも彼の車で行動することになる」

③「習い事をしていると言うと，それは男性から教わるのかって聞いてくる」

④「同窓会に行くと言うと嫌な顔をする」

⑤「DVを受けているのに彼といる方が安全だと思うような意識になったことがある。実家に逃げてい
ると追いかけてきたり，メールが頻繁に入ったりするので結局一緒にいることで落ち着くから」

⑥「今日は何をしていたのかといつも聞いてくる」

⑦「『死んでやる』。と言われると別れられない。元の関係に戻ることが多い」

関係コントロール型暴力の具体的事例



一例：THE PSYCHOLOGICAL MALTREATMENT OF 
WOMEN INVENTORY (PMWI) アセスメント

• 彼は私の時間を監視し、私の居場所を点検する。
• 彼は私たちのお金を使い、重要な経済的決定を私に相談しない。
• 私の友人に嫉妬したり、疑ったりした。 １）高コントロール
• 私が他の男と浮気していると非難した。
• 他の家族との関係に口出しをした。 ２）高コントロール
• 私が自活するのを邪魔しようとした。 ３）高コントロール
• 携帯電話を使うのを制限された。

Jennifer L. Hardesty and Kimberly A. Crossman, Megan L. Haselschwerdt, Marcela Raffaelli and Brian G. Ogolsky, 
Michael P. Johnson,. Toward a Standard Approach to Operationalizing Coercive Control and Classifying Violence 
Types., in Journal of Marriage and Family 77 (August 2015): 833–843



• 脱暴力への過程はそう簡単ではない。これまで暴力的であった生き方の特性が脱暴力過

程にも反映される。たとえば，解決を急ぐこと、問題解決について自分で決めてしまうこと、

もう自分は大丈夫と思い込み相談に来なくなること、「離婚してやる」と言うこと、相手も悪

いと述べるなどが散見される。

• したがって、暴力の出来事それ自体というよりも、暴力を含んで成立している彼の日常生
活という生態学的な環境や行動のシステム、つまり関係性の組成の仕方自体を対象にし

て脱暴力を検討していく。出来事としての身体的暴力は氷山の一角なのでその下に沈んで

いる膨大な量の関係性の社会病理を溶かしていく。対話では，暴力を肯定する文脈を探る

ことになる。「図」としての暴力事件だけではなく、「地」としての、暴力や抑圧を無自覚に包

含する彼の無知と悪意と無意識のミクロ環境へと降り立っていく。

＊マイクロアカウンタビリティ＝責任の召喚（ゼミナール方式の脱暴力グループワーク）

暴力の「地と図」をみすえてー認識的不正義の指摘



まだ恋人同士だったころ、ドライブをしていた。夜、何かの小動物を轢いたような衝撃があり助手席にいた
彼女が車を止めて確認したいと言った。彼は無視して走り続けた。車の点検をしたり、もし何かの動物が死ん
でいたら保健所に連絡したり、路肩に寄せておいたりといろいろなことをすべきだと思った。このときの違和感
がいつまでも残ったと語る。どうしてか。将来、結婚して子どもができたら大丈夫だろうかと思ったのだという。
筆者は「生命の感受性の異なり」と名づけた。男性加害者への相談では，合意がとれれば女性にも話を聞く機
会（パートナーコンタクト）を設けることがある。被害者との対話の後の加害男性との相談は、質的に充実する
からだ。ほかにもこうした違いはたくさん語られる。加害男性から、加害者臨床に来て気づいたとして語られる
こともある。たとえば子どもの発達障害の受容のことがある。父親がなかなか認めないのだ。妻は発達相談に
行かせたい。夫は、子どもは多動で元気な方がよく、いつかは成長とともに収まるといって取り合ってくれない。
子どもが発達障害かどうかというよりも、子どもの行動の特性を案じる妻がいて、そのことを理解してほしいと
思うだけなのに、いきなり決めつけることへの不満が溝をつくっていく。妻はせめて夫婦で話をしたいと思って
いるだけだがそんな時間はないので無理だというばかりだ。

中村正「加害者の変容可能性をひきだすための対話」

『精神科看護』2023年3月号（50巻3号）

加害のナラティブの掘り起こし



男らしさを問題にする脱暴力のグループワークに来たあとは『脱力』してい
くようだ。だから参加すると疲れる。躾として多少厳しくすることや妻も相
当にやり返してくるので,ついついでてしまう暴力だけど,そうしたことは適
度に自分の男らしさを支えているので、こうした場で脱暴力を指示される
と虚脱していくようだ。」

（男親塾で）

あるDV男性の発言



子どもの虐待とネグレクト第 22巻第１号 2020年４月

表１ 暴力神話――グループワークで語られた男性たちの暴力を肯定する意識の整理

暴力は愛のむちである。 暴力は相手が引きおこさせる。

暴力は問題解決になる。 暴力に耐えてこそ人は強くなる。
暴力は正しい。 暴力を振るわれるには理由がある。

暴力をとおして痛みがわかる。 暴力は人を鍛える。

暴力を振るうほどに関係が密である。 暴力は絆を強くする。

他罰性と加害

中村正「男たちの『暴力神話』と脱暴力臨床論–家庭内暴力の加害者心理の理解をもとにしてー」
（日本子ども虐待防止学会）



その男性の暴力は偶然ではない
ｰA WAY OF LIFE, SCHEMA, PROBLEM-SOLVINGｰ

①誰でもいいのではなく、選択していること/関係の非対称な対象

者へとむかうこと 女性、子ども、脆弱な男性を選択

②暗黙理論（無意識のバイアス）があること

③習慣的問題解決（常習性・アディクション）でもあること（学習性）

④非犯罪的ニーズの不充足、性犯罪には「非性的ニーズ」を満た

す行動/怒り、嫌悪、コントロール、統制感、満足感・充足感、嗜虐性

カッとなって、頭が真っ白になって、瞬間湯沸かし器みたいに、怒りの感情に任せて・・・とはいうけれど

（加害者が行方不明ーレベッカ・ソルニット『わたしたちが沈黙させられるいくつかの問い』左右社、
2021年）



６．まとめとして
ー脱マイクロアグレッションへー



友人・同僚・隣人・親族として
コミュニティにおける脱マイクロアグレッション

①マイクロアグレッションという直接的な言動やコミュニケーションの次
元から社会的差別を学習し、加害者にも、被害者にも、そして傍観者・同
調者にもならないようにする教育の必要性。友人として相談されることが
あるので決定的にこの点は重要。（＝善き隣人の存在）。

②マイクロアグレッションに対してどうすればよいのかについてマイクロ
アカウンタビリティ、マイクロアファーメーションなどとしてボトムアッ
プ型の人権教育を体系化しつつある。そこには脱傍観者教育も含む。 

2020年『Microintervention Strategies: What You Can Do to Disarm and Dismantle 
Individual and Systemic Racism and Bias（『差別への日常的介入法〜個人的・組織的レ
イシズムと偏見に対して私たちができること』 

＊時間がないので紹介だけ。



マイクロアグレッションを把握する意義

•被害や加害を医療化（病理化）する傾向（精神医学・心理臨床）
•関係性の社会病理やシステム問題であること（人権論・社会科学）
•パーソナルセラピーとソーシャルセラピーの二つの視点の必要性
•認識的不正義や知識資本主義との格闘も重要
•新しい理論：POWER THREAT MEANING FRAME の考え方（対案）

①「心のケア」だけを突出させないこと、②社会の説明責任や加害性・暴力性の認知が先行すべき

こと、③善き隣人モデルに立つべきこと。

Sue(2010)＝社会的背景に対するカウンセラーの無理解、悩みの原因に対する矮小化といったこ
とが、マイノリティの治療の早期終結やサービスの非活用につながっていることを指摘



文献・資料の紹介



文献紹介



本日の話に関連するいくつかの拙著文献
①中村正（2016a）「暴力臨床論の展開のために―暴力の実践を導く暗黙理論への着目
―」『立命館文学』第646号、立命館大学人文学会（ダウンロードできます）
②中村正（2016b）「暴力臨床の実践と理論−男性・父親の暴力をなくす男親塾の取り組
み」『季刊 刑事弁護』第87号、現代人文社
③中村正（2017）「不安定な男性性と暴力」『立命館産業社会論集』第52巻4号（ダウン
ロードできます）
④中村正(2019)「暴力の遍在と偏在―その男の暴力なのか、それとも男たちの暴力性な
のか」『現代思想』Vol.47-2、2019年2月号
⑤中村正(2020)「男たちの『暴力神話』と脱暴力臨床論―家庭内暴力の加害者心理の
理解をもとにして―」、『子ども虐待とネグレクト』第22巻第1号、子ども虐待防止学会
⑥中村正(2021)「児童福祉において『男性問題としての暴力』をいかに扱うか―男親と
『暴力と加害・責任』の対話を拓く試み」、『子ども虐待とネグレクト』第23巻第3号、子ども
虐待防止学会、
⑦中村正（2022）「加害行為研究の視界」『現代思想』2022年7月号



参考：

「社会臨床の視界」・「臨床社会学の方法」

検索対人援助学マガジン

フリーマガジンです。600ページ程、私のアカデミックエッセイが格納されて
います。対人援助学会の刊行物です。


